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主要な電力を水力発電に依存するミャンマーでは、乾季後半に入ると水不足による停電が深刻化

します。昨年4月には、ヤンゴンでも地域によって1日に電気が使える時間が約4時間に限られる

ことがありました。このような不安定な電力状況の中、ソーラーランタンは子どもたちの生活を

支える欠かせない手段となっています。 

 

さらに、今のミャンマーでは、環境に配慮した光が必要とされる理由があります。 

一つ目に挙げられるのは、安定性です。3月初旬、現下の中東地域の軍事紛争の影響で燃油輸入路

が封鎖され、車両使用規制が発表されました。現在、ガソリンだけでなく発電機用オイルの供給

不足や価格高騰も懸念されています。このような不確実な状況の中でも、ソーラーランタンは安

定して灯りを届け、施設運営や子どもたちの学習を支えています。Dream Trainの子どもたち

は、この光と共に安心して生活を送り、学びを止めることなく未来を描くことができています。 

 

二つ目は教育的側面です。 

現在のミャンマーでは、公立学校の授業は主要6科目が中心で、環境問題や社会課題を体系的に学

ぶ機会はほとんどありません。さらに、2021年の政変以降、公務員のボイコットや教員の国外流

出により、教員の圧倒的な不足や教育の質の低下が問題視されています。子どもたちの社会性や

問題解決力、主体性、責任感などを育む総合教育を実施することは、現実的に難しい状況です。

こうした背景のもと、子どもたちがDream Trainの中でランタンを使うことを通して、環境配慮

や物の管理の大切さを学べる機会は、とても貴重で意義のある経験となっています。 

 

次世代を育てる環境の中で、ソーラーランタンは単なる灯りではなく、安心であり、生活の中で

得られる学びでもあります。ご支援に心から感謝申し上げます。 

ソーラーランタンが支える学びと持続可能な未来
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Dream Trainでは、子どもたち一人ひとりがソーラーランタンを持ち、スタッフも各部署ごとに

必要数を管理しています。計画的でない突発的な停電にも対応でき、生活の安心につながってい

ます。また、子どもたちはランタンの充電や管理を通じて、物の使い方や計画性を学んでいま

す。学習や趣味、施設内の安全確保など、さまざまな場面で光が頼もしい存在となっています。 

子どもたち一人ひとりを照らすソーラーランタン
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停電でなくとも室内は暗いため、ソーラーランタンは日々の生活に欠かせません
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名前や目印を書き、各自で管理や充電をしています


